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拝啓 いよいよ日本酒の美味しい季節となってまいりました。皆様お元気でお過ごしでしょうか。 

今月はご報告することが盛りだくさんです。まず、9 月 16 日から 18
日まで韓国のソウルへ出張してまいりました。韓国内の代理店である

㈱全日本酒類さんが開催する第２回日本酒焼酎展示会に参加するた

めです。16 日、羽田発の最終便で夜の 10 時に金浦空港に到着、展示

会の開かれるソウルのホテル・リベラにチェック・インしたのが 12
時、翌 17 日の 9 時に会場にスタン・バイするという強行軍でしたが、

頑張って行った甲斐はありました。写真でご挨拶されている上品な紳

士が㈱全日本酒類の社長の徐正勳さんで、臥龍梅の拡売を約束してく

ださいました。また、8 月に船便で送った臥龍梅はまだ韓国国内では

発売されていないのに、韓国人のお客様の何人かから「臥龍梅、大好

きです」と声をかけられてびっくり。異郷の地で初めてお会いした方

からそう聞かされるとは、まさに蔵元冥利に尽きます。日本に旅行に

行ったときに飲んだり、日本からのお土産にもらって飲んで気に入っ

てくださった方たちでした。次の写真はそんなお客様のひとりで、ソ

ウルの酔っ払いこと、韓国の臥龍梅ファン金政漢さんです。金さんは

ご親切にも記念写真を何枚もメールで送ってくださいました。知らな

いところでわが臥龍梅を応援してくださっているファンがいるのを

嬉しく思いました。その週末の 9 月 20 日には椿山荘で開かれた恒例

の純米酒フェステイバルに参加しました。次の写真に写っているのは、

今年の 1 月に結婚したばかりの古谷さんご夫妻と私です。ご主人のお

話では、何でも臥龍梅を飲みながらプロポーズしたところ奥様から

OK のご返事がもらえたとのことで、このお酒のおかげですと感謝さ

れました。これまた蔵元冥利に尽きる思いがいたします。若いお二人

の将来に幸多かれとお祈り申し上げます。さて、その次の写真は９月

4 日頃、山田錦が開花しているところです。送ってくださったのは兵

庫県の契約農家、ツクダさんで、今年の山田錦は圃場によって出来・

不出来がはっきり分かれているそうで、日照不足だったためご苦労が

多かったようです。ツクダさんの圃場では順調に生育しており、10
月 20 日ごろが収穫予定だそうです。皆様、今年の大吟醸をお楽しみ

に。 
 

今月は、先月ご案内した山田錦、雄町の純米吟醸酒のひやおろしに加え、美山錦の純米吟醸

酒のひやおろしをご案内いたします。どなた様もお見逃しなきよう！ 
深まりゆく秋、皆様ご自愛ご専一に。                     敬具 
平成21年10月吉日                           鈴木克昌 
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